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令和４年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 

「精神科医療機関における包括的支援マネジメントの普及に向けた精神保健医療福祉に 

関わるサービスの提供体制構築に資する研究」 

 

 

医療福祉連携および包括的支援マネジメントに関する 

情報周知のための Webサイト作成 

 

 

研究分担者：○佐藤さやか 1) 

研究協力者：川口敬之 1)，岩永麻衣 1)，五十嵐百花 1)，藤井千代 1) 

1) 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 地域精神保健・法制度研究部 

 

要旨 

本研究の目的は地域で活動する支援者が研究成果に関する情報を容易に入手できるよう、本

研究班の各分担研究班で実施する調査の結果を紹介するための Webサイトを作成することで

あった。Webサイト作成を担当する企業を選定し、概算予算を決定済である。同様の目的で

すでに運営中の精神障害当事者の地域生活にかかわるエビデンス紹介サイト「こころとくら

し」に関するアンケート結果等も参考に、閲覧者にとって視認性が高く、利用しやすいコン

テンツページのレイアウトを検討する。2023年度中に本研究班でデータ収集中である「精神

科医療における外来ケースマネジメント実践と診療報酬算定に関する実態調査」（機関調査

および事例調査）の結果を反映した Webサイトを 2023年度中に作成、公開する予定であ

る。 

A. 研究の背景と目的 

1990年代中頃よりエビデンスに基づく医療

が世界的に推奨されるようになり 1）、今日臨

床医学全般において科学的根拠に基づく実践

（Evidence-based practice：EBP）を活用す

ることの重要性は論をまたない。わが国の地

域精神保健領域においても、EBP の活用に関

する議論は以前と比べて増えたように思われ

る。他方、研究の結果が実際の臨床活動に活

かされていないギャップも指摘されている 2）。 

「研究と臨床のギャップ」を主たる研究テ

ーマとしている実装科学の文脈では、技術革

新の拡散の枠組みを使って、EBP が普及する

際のプロセスが説明されている 3）。この

knowledge-attitude-practice (KAP) プロセ

スでは、①知識-新たな技術（ここでは EBPに

該当）の存在を知り、その機能（EBPの効果に

該当）をある程度理解する、②説得-新たな技

術に対する態度を形成する、③意思決定-新た

な技術を採用するか否かの選択につながる活

動を行う、の３段階が想定されている。我が

国の地域支援の場で EBP の普及が進まない背

景には、この KAP プロセスの最初の 1 歩であ

る「EBPの関する知識を得て、その効果につい

て理解する」という段階に障壁があることが

考えられる。他方、多忙な日常臨床の合間に

支援者がこうした情報を能動的に調べること

は簡単ではない。 

そこで本分担研究班では地域で活動する支

援者が研究成果に関する情報を容易に入手で

きるよう、本研究班全体で実施する調査の結

果を紹介するための Web サイトを作成する。
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本年度は初年度であり、コンテンツとなる調

査自体の結果がまだ出ていない。このため準

備状況について報告する。 

 

 

B.方法 

-Webサイト作成準備 

・複数の企業から見積を入手し、Webサイト作

成を依頼する企業を選定、概算の予算を決定

済みである。 

 

-コンテンツページのレイアウト検討 

 分担研究者らは 2019 年から 2021 年にかけ

て厚生労働科学研究費補助金「精神保健・福

祉に関するエビデンスのプラットフォーム構

築及び精神科長期入院患者の退院促進後の予

後に関する検討のための研究（202118003B）」

に取り組み、コクランレビューを中心とした

精神障害当事者の地域生活にかかわるエビデ

ンス紹介サイト「こころとくらし」

（https://cocokura.ncnp.go.jp/）を開発し

た。現在も運営を継続しており、同サイトの

コンテンツページの視認性向上などを目的に

アンケート実施を予定している（図 1）。本研

究班で作成する Web サイトはこの結果を踏ま

えてコンテンツページのレイアウト等を検討

する。 

 

 

C.今後の予定 

 現在データ収集中である、「精神科医療にお

ける外来ケースマネジメント実践と診療報酬

算定に関する実態調査」（機関調査および事例

調査）の結果を反映した Webサイトを 2023年

度中に作成、公開する予定である。 

 

D.健康危険情報 

なし 

 

 

E.研究発表 

1.論文発表 

佐藤さやか, 五十嵐百花, 川口敬之, 藤本悠, 

田村早織, 小川亮, 佐々木奈都記, 板垣貴志, 

山口創生, 藤井千代: 精神障害当事者の地域

生活にかかわるエビデンス紹介サイトの開発

とその意義. 臨床精神医学 51(6):693-700, 

2022.  

 

2.学会発表 

なし 

 

F. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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図 1 「こころとくらし」のアンケート画面の一部 

 


